
 

 

カウンセラー便り 

自己紹介 

はじめまして。 

髙橋慶子です. 

昨年度に引き続き、本年度も潮見中学校 

のスクールカウンセラーを担当させていただく 

ことになりました。兵庫県内の小・中学校で 

スクールカウンセラーとして勤務して 10年目 

となります。 

その他、県内の病院で臨床心理士として 

カウンセリングや心理検査、精神鑑定検査 

などを行っております。 

 

 

 

   

 
 

 

新型コロナウィルスについて

  

新型コロナウィルスに伴う突然の休校に加え、緊急

事態宣言の発令に伴い未だ休校が続き、皆さんも戸

惑われているのではないかと思います。 

 

そのような生活の中、皆さんもご存知の通り、テレビ

やネット等においては新型コロナウィルス関するネガティ

ブな NEWS ばかりが毎日取りあげられています。 

適切な対処を行わなかったことにより、もっと大きな問

題へと発展したり、誤った情報に多くの人々が振り回さ

れることにより新たに別の問題が生み出されたり等…。 

 

まず、大切なこととして正しい情報を得ること。 

そして、誰もが感染者・濃厚接触者になりうる状況

であることをしっかりと受けとめて行動すること。 

 

今回のスクールカウンセラー便りでは新型コロナウィル

ス関する情報をお伝えします。 

以下の QR コードを読み取っていただき、正しいを情

報として理解しておいてください。 

 

    

https://maidonanews.jp/article/13322175?p=21030830


 

そして、新型コロナウイルスの感染が拡大する中、 

医療従事者や感染者への偏見や差別などが問題と 

なっています。 

こうした中、日本赤十字社によって「人と人が傷つけ 

あう状況はウイルスよりも恐ろしい」と警笛を鳴らす動画 

が公開されましたのでご紹介します。 

 

                     ↓↓↓ 

『 ウイルスの次にやってくるもの 』 

―日本赤十字社 Hp より一部抜粋–   
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時にはパソコンやスマホを消して、暗いニュースばか

りを見すぎるのはやめよう！！ 

不確かな情報をうのみにしないで立ち止まって考え

よう。 

 

恐怖は話を大げさにしておびえさせる。 

誰にもまだ分らないことは、誰にもまだわからないこと

でしかない。そのまま受け止めよう。 

 

非難や差別の根っこに、恐怖に対する自分の過

剰な防衛本能があることに気づこう。 

冷静に、客観的に恐怖を知り、見つめれば、恐怖

は薄れていくはずだ。 

恐怖が苦手なものは、笑顔と日常だ。      

家族や友人と電話して笑おう。          

いつものように、きちんと食べて、眠ろう。       

恐怖は逃げていくだろう。 

 


